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1 タイグエン省 39
2 ハイズオン省 40
① ダイアン工業団地 40
② タンチュオン工業団地 41
③ ナムサック工業団地 43
④ フックディエン工業団地 44
⑤ ライカック工業団地 46
⑥ その他ハイズオン省 47

♵ ハイフォン市 48
⑦ チャンズエ工業団地 48
⑧ ディープ・シー工業団地 49
⑨ 野村ハイフォン工業団地 51
⑩ ハイフォン・ドーソン工業団地 56
⑪ベトナム・シンガポール工業団地
（VSIP）ハイフォン 57

⑫ その他ハイフォン市 60

♶ バクニン省 61
⑬ イエンフォン工業団地 61
⑭ カイソン工業団地 62
⑮ クエボ工業団地 63
⑯ ダイドン・ホアンソン工業団地 65
⑰ ティエンソン工業団地 66
⑱ ハナカ工業団地 68
⑲ ベトナム・シンガポール
工業団地（VSIP）バクニン 69

⑳ その他バクニン省 71

♷ ハナム省 72
㉑ドンバン第2工業団地 72
㉒ドンバン第3工業団地 75
㉓ホアマック工業団地 76
㉔その他ハナム省 77

♸ ハノイ市 78
㉕クアンミン工業団地 78
㉖サイドンB工業団地 80
㉗タックタット・クオックアイ工業団地 81
㉘タンロン工業団地 82
㉙ノイバイ工業団地 90
㉚カウザイ区 93
㉛ザーラム郡 99
㉜タインスアン区 100
㉝タックタット郡 101
㉞ドンアイン郡 102
㉟ドンダー区 103
㊱ハイバーチュン区 108
㊲バディン区 111
㊳ホアンキエム区 115
㊴ホアンマイ区 118
㊵ 南トゥーリエム区 119
㊶メリン郡 121
㊷ロンビエン区 122
㊸その他ハノイ市 124

♹ バクザン省 126
㊹クアンチャウ工業団地 126
㊺ディンチャム工業団地 127

⓼ ビンフック省 128
㊻カイクアン工業団地 128
㊼ 第3タンロン工業団地 129
㊽ビンスエン工業団地 130
㊾バティエン第2工業団地 131
㊿その他ビンフック省 132

⓽ フンイエン省 133
51 第2タンロン工業団地 133
52 タンクアン工業区 138
53 フォーノイA工業団地 139
54 その他フンイエン省 140

⓾ ホアビン省 141
55 ルオンソン工業団地 141
56 その他ホアビン省 142

⓫ タインホア省 143
⓬ ダナン市 144
57 ダナン・ソフトウェア・パーク 144
58 ダナン・ハイテクパーク 145
59 ホアカイン工業団地 146
60 その他ダナン市 147

⓭ 二ンビン省 149
⓮ ビンディン省 150
⓯ ラムドン省 151
⓰ カントー市 152
⓱ ドンナイ省 153
61 アマタベトナム工業団地 153
62 アン・フオック工業団地 155
63 ニョンチャック第3工業団地 156
64ビエンホア第1工業団地 158
65ビエンホア第2工業団地 159
66 ロテコ工業団地 160
67 ロンドウック工業団地 161

⓲ バリアブンタウ省 164
68 カイメップ工業団地 164
69ドンスエン工業団地 165
70 フーミー1工業団地 166
71 フーミー2工業団地 167
72 フーミー3工業団地 168
73ミースアンA工業団地 169
74 その他バリアブンタウ省 170

⓳ ビンズオン省 171
75 ソンタン第2工業団地 171
76 タンドンヒェップB工業団地 172
77ビンアン・テキスタイル・ガーメント
　 工業団地 173
78 ベトナム・シンガポール
　 工業団地 174
79 ベトナム・シンガポール
　 第2工業団地 175
80 プロトレード・インターナショナル・
　 テックパーク 176
81ミーフック第3工業団地 177
82 その他ビンズオン省 179

⓴ ベンチェ省 180
83 ザオロン工業団地 180

㉑ ロンアン省 181
84 タンキム工業団地 181
85 タンドー工業団地 182
86 タンドク工業団地 183
87 ロンハウ工業団地 184

㉒ ホーチミン市 185
88 タントゥアン輸出加工区 185
89ヒエップフォック工業団地 186
90 1区 187
91 2区 199
92 3区 200
93 4区 203
94 7区 205
95 10区 207
96 12区 208
97 タンビン区 209
98 タンフー区 211
99 ニャべー区 212
₁₀₀ ビンタイン区 213
₁₀₁トウドゥック区 215
₁₀₂ フーニュアン区 216
₁₀₃ その他ホーチミン市 217

㉓ その他 218
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1）基本事項 3）経済政策

4）略史

ベトナム概要1

国・地域名 ベトナム社会主義共和国 （Socialist Republic of Viet Nam）

面積 33 万 1,690km²（日本の 0.88 倍）
人口 9,367 万人（2017 年）
首都 ハノイ
通貨 ドン（Dong）（VND）
言語 ベトナム語、他に少数民族語

宗教 仏教（約 80％）、その他にカトリック、カオダイ教、
ホアハオ教など

民族 キン族（約 86％）、その他 53 の少数民族が存在
在留邦人 17,266 人（2017 年 10 月）

進出日系企業数

日本在外公館登録企業数 1,816 社　（2017 年 10 月）
ベトナム日本商工会 723 社（2018 年 12 月）
ホーチミン日本商工会 998 社（2018 年 12 月）
ダナン日本商工会 127 社（2018 年 12 月）

2)政治体制・内政状況

（出所）外務省、JETRO、ベトナム統計総局などを基に作成

政体 社会主義共和国

国家元首 グエン・フー・チョン国家主席（2018 年 10 月就任※
前国家主席死去のため兼務・任期 2021 年）

政権党 共産党
党首：グエン・フー・チョン書記長

国会 国会議長：グエン・ティ・キム・ガン

政府 首相：グエン・スアン・フック
副首相兼外相：ファム・ビン・ミン

議会制度
一院制（定数 500 名）、任期 5 年
中選挙区、選挙権満 18 歳以上、被選挙権満 21 歳以上
2016 年 5 月に国会議員選挙を実施

内政

1986 年の第 6 回党大会で採択された市場経済システ
ムの導入と対外開放化を柱としたドイモイ（刷新）路
線の継続、構造改革や国際競争力強化に取り組んでい
る。また、貧富の差の拡大、汚職の蔓廷、官僚主義の
弊害、環境破壊などのマイナス面も顕在化しており、
党・政府は汚職防止の強化、行政・公務員改革等を進
めている
第 13 期国会第 11 会期で、チャン・ダイ・クアンが国
家主席に就任
国会議員選挙後の 2016 年 7 月に第 14 期国会第 1 会期
が開かれ、再度クアンが国家主席として選出された
2016 年 7 月にクアン国家主席が死去。グエン・フー・チョ
ンが書記長職と兼任する形で国家主席に就任

社会経済開発 5 カ年計画（2016-2020 年）

全
体
目
標

マクロ経済安定の維持
過去 5 年間より高い経済成長率を達成
3 つの突破口に基づいた政策実施の加速化
経済再構築と結びついた成長モデルの転換
生産性・競争力の向上
文化社会発展
社会福祉の向上
気候変動への積極的な対策
国防強化
独立・領土の維持
社会秩序・政治的安定の維持
主導的な国際参入
国際社会における地位向上
早期に近代的な工業国になるための基礎作り

主
な
経
済
指
標

社 会 経 済 発 展 任 務 の 方 向 性
（2016-2020 年）

社会経済開発 5 カ年計画（2016-20 年）
（SEDP 2016-20）

▶ 第 12 回共産党大会（2016 年
1 月）採択の報告書

▶ 第 14 期国会（2016 年 4 月）承認
の政府文書

年率平均経済成長率（2016-2020年） 6.5-7% 6.5-7%
一人当たり名目 GDP（2020 年） 3,200-3,500 米ドル 3,200-3,500 米ドル
財政赤字（対 GDP 比）（2020 年） 4％以内に抑制 4％以下

産業構造（対 GDP 比）（2020 年） 鉱工業・サービス
業 85%

鉱工業・サービス
業 85%

消費者物価指数上昇率（2020 年） ─ 5％以内

ベトナム 2035
▶  2035 年までに上位中所得国（中進国）入りを目指すために推奨される指針
▶ ベトナム政府と世界銀行による報告書

3
本
の
柱

生産性や民間企業の競争力の向上
平等と社会的包含の推進
信頼性の高い国家（公共機関）

主
な
経
済
指
標

1 人当たり GDP 1 万 8,000 米ドル
都市人口の比率 50％以上
工業・サービス業の GDP 比率 90％以上
工業・サービス業の労働従事者の割合 70％以上
GDP に占める民間企業の割合 最低 80％
国連の人間開発指数 最低 0.70

（出所）NNAまとめ

（出所）法務省

共産党
全国代表会議
（党大会）

各
委
員
会

中央委員会
政治局
書記局

人
民
軍

各
省
庁

ベトナム統治機構

紀元前 207 年 南越国が誕生する
紀元前 111 年 前漢が交趾郡をベトナム北部に設置

938 年 呉権が白藤江の戦いで南漢軍を撃退し、中国からの独立を果たす
1009 年 李王朝の誕生
1010 年 タンロン（現在のハノイ）が首都となる
16 世紀 ホイアンに日本人町が形成され、繁栄する
1884 年 フランスがベトナムを保護国化する

1930 年 2 月 ベトナム共産党の創立
1940 年 9 月 日本軍が北部仏印に進駐する
1941 年 7 月 日本軍が南部仏印に進駐する

1945 年 9月2 日 ベトナム共産党のホーチミン主席が「ベトナム民主共和国」
の独立を宣言

1946 年 12 月 インドシナ戦争の勃発
1954 年 5 月 ディエンビエンフーの戦いが始まる

1954 年 7 月 ジュネーブ休戦協定の締結、南北が北緯 17 度線を暫定軍事
境界線として分離される

1965 年 2 月 アメリカ軍が北ベトナムへの空爆を開始
1973 年 1 月 パリ和平協定の締結を受け、アメリカ軍が南ベトナムから撤退
1973 年 9月21 日 日本と外交関係を設立する
1976 年 7 月 南北の統一、「ベトナム社会主義共和国」に国名を変更
1979 年 2 月 中越戦争の開戦

1986 年 第 6 回党大会でドイモイ（刷新）政策が発表される
1991 年 10 月 カンボジア和平パリ協定の締結
1992 年 11 月 日本からの対越援助が再開される
1995 年 7 月 越米国交正常化
1995 年 7 月 ASEAN に加盟
1998 年 11 月 APEC に加盟
2007 年 1 月 WTO に加盟

（出所）外務省

国会

人
民
評
議
会

最
高
人
民
裁
判
所

最
高
人
民
検
察
院

大
統
領

（
国
家
主
席
）

国
防
安
全

保
障
委
員
会

政
府

首
相

副
首
相
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経
済

2020 年までにホーチミン市内での登録企業数が 50 万社となる（現在の登録企業数は約 27 万社、うち 17 万社が営業）

2020 年までの間にハノイ市の成長率が 8.5 〜 9％、住民 1 人当たりの年間所得は 1 億 4,000 万〜 1 億 4,500 万ドンとなる

貧困地域や農村で事業を展開するスタートアップ企業の法人税が 2020 年まで免除となり、その後 15 年間の税率が 10％
となる

2020 年までに中小企業の数が現在の 2 倍の 100 万社となる

ベトナム南部キエンザン省のフーコック島が経済特区となる

ベトナムとインドの貿易が 2020 年までに 150 億米ドルに拡大（2015 年の 1.7 倍）

経済成長率が 6.5 〜 7.0％を維持

ベトナムと韓国の二国間貿易額が年間 700 億米ドルに達する（韓国への主要輸出品目は工業・製造関連製品）

ベトナムとアラブ首長国連邦（UAE）の両国の貿易額が 100 億米ドルになる（2015 年は 61 億米ドル。ベトナムから
UAE への電話・携帯電話の輸出額が 45 億米ドルを占める）
ベトナムの国内企業数が 100 万社となり、GDP への民間部門寄与分が全体の約 48 〜 49％となる（2013 年末時点で約
37 万社）

ベトナム国民の 80％が携帯電話を利用し、電子商取引（EC）の市場規模が 40％拡大する

通関手続きにかかる時間が、輸出は現在の 10 日から 36 時間、輸入は現在の 12 日から 41 時間に短縮する

ベトナム南部バリアブンタウ省で、2020 年までに港湾、交通インフラ、観光開発のために総額 50 兆ドン近い投資が行
われる

 社会
ベトナムの教員養成学校を卒業しても教員として就職できない人が 7 万人に上る

健康保険の加入率が 90％となる（現状 76％）

建設・不動産

中部ダナン市に 2020 年までに 3 カ所（ホアニョン、ホアニン、ホアソン）の工業団地が新設される

ベトナム地場不動産開発 BID グループの売上高が 5 兆ドンとなり、低価格帯住宅の開発で国内最大手になる

BID グループ傘下の BID 建設の売上高が 1 兆 5,000 億ドンとなる

2020 年までに少数民族の居住地など、へき地で橋りょうが 4,000 本近く架けられる。投資額はおよそ 8 兆 3,000 億ドン

不動産投資のクリード・グループによるホーチミン市 7 区の複合住宅「リバーシティー」が完工する

公
益

ベトナムの全国民が浄水を使用できるようになる

風力による発電量が、2020 年までに 25 億キロワット時（kWh）となる

旧式の石灰焼成炉の全廃が完了する

南部ロンアン省トゥートゥア郡タンラップ村で、環境配慮型の大規模な廃棄物処理場が稼働する

ホーチミン市が 2020 年までにごみの 40％を再利用する

ホーチミン市の都市排水処理能力が現在の約 10％から、2020 年までに 60 〜 70％となる

資源

備蓄量が減少傾向にある石炭の輸入が開始される

ベトナム中部ダナン市の森林率が 2020 年までに 45％となり、林業従事者 1 人当たりの収入が 2015 年比で 2 割増となる

1 2020年

3）マーケット予測 SAMPLE
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運
輸

有料道路の全ブースが電子料金収受システム（ETC）に切り替わる

ロンタイン国際空港（ドンナイ省）の入札が行われる

ホーチミン市が高度道路交通システム（ITS）を導入する

2020 年までにハノイ市内 44 カ所の渋滞が緩和する

2020 年までに高速道路網が 21 路線（総延長 6,411 キロメートル）に拡充される

ホーチミン市で、2020 年までにトラムウエー（路面電車）2 区〜 8 区間の 2 号線、ゴーバップ区〜 12 区間の 3 号線が
整備される

中部高原ダクノン省で、ヘリコプターなど中・小型航空機が発着可能な空港が開港する

リーソン島に客船ターミナルとなるベンディン港が完成する

ナサン（ソンラー省）、ラオカイ省、ライチャウ省に空港が整備される

LCC のジェットスター・パシフィック航空（JPA）が 30 機体制になる（現在 12 機）

中南部カインホア省カムラン国際空港の旅客取扱能力が年間 250 万人に拡大する

ホーチミン市で初めての地下鉄（メトロ 1 号線）が開通する

車
両

ハノイ市内で登録されているバイクが 700 万台、自動車が 100 万台に増える（2015 年 8 月時点でバイク 490 万台、自
動車 53 万 5,000 台）

排気量 175cc 超のバイクを対象に、排ガス検査の実施が始まる

ベトナム国内の自動車需要が年間 45 万〜 50 万台に拡大する

商
業

韓国の大型スーパーの E マートが、2020 年までに店舗網を 52 店舗に拡大する（2015 年 12 月に 1 号店開業）

オンラインショッピング部門の売上高が、年間 100 億米ドル規模となる（2015 年は 40 億米ドル）

2020 年までにベトナムにおける電子製品と白物家電への総支出額が、年間およそ 157 兆ドンになる

EC サイトを通じたインターネットショッピング利用者が国民の 3 割となり、1 人当たりの年間平均消費額が 2015 年時
点の 2 倍以上に相当する 350 米ドルに拡大する
EC 最大手ラザダ・ベトナムが提供する、携帯電話経由の取引（M コマース）が全体の 80％となる（現在は総取引額の
60％）

韓国ロッテグループ傘下のロッテマート・ベトナムの店舗数が 60 店（2016 年現在の 5 倍）になる

IT

国内全ての公共インターネットの接続ポイントがブロードバンドに

居住地域の 95％以上で第 3 世代（3G）と第 4 世代（4G）移動通信システムへの接続が可能に

ベトナムがテクノロジー関連企業 5,000 社を抱える「スタートアップ国家」となる

水道光熱費や通信費のオンライン決済が導入される

情報通信技術（ICT）分野で働く人の数が、毎年平均 13％のペースで増え 2020 年までに約 100 万人に達する

ベトナムの IT 最大手 FPT のソフトウエアの輸出額が 10 億米ドルとなる

医
薬

ベトナムの国民 1 人当たりの医薬品向け支出額が、2015 年比 1.9 倍の 74 米ドルに達する（2015 年は 40 米ドル弱、世
界平均の約 4 分の 1）

ベトナムの医療関連の支出が 240 億米ドルに達する（2015 年は 130 億米ドル、GDP の 5.8％）

病院数が、公立 1,204 軒、私立 200 軒となる（2014 年現在は公立 1,090 軒、私立 175 軒）

不動産開発大手ベトナム投資グループ（ビングループ）が運営するビンメック病院に勤務する高度医療人材を育成する
ため、2020 年末までに 5,000 万米ドルが投じられる

医療分野で 2020 年までに必要な投資額が、少なくとも 180 兆ドンとなる

中核病院と系列医療機関の間でネットワークが構築され、各医療機関の混雑が緩和する

SAMPLE
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化
学

ベトナムの動物飼料市場規模が 105 億 5,000 万米ドルに達する

ベトナムの鉄鋼大手ホアファット・グループの家畜飼料工場の年産が 100 万トンとなる（2016 年時点で 30 万トン）

ベトナム全土の鉄鋼、化学品、肥料の生産設備の 8 割に対し、二酸化硫黄（SO2）や窒素酸化物（NOX）、一酸化炭素（CO）
などを含む粉じんと排ガスに対処する処理システムが導入される

食
品

ベトナムの大豆製品の製造最大手ビナソイの売上高が 10 兆ドンになる（2015 年は 3 兆 8,000 万ドン）

中部高原ラムドン省で酪農事業を手掛けるダラット・ミルクの 1 日当たりの生乳加工処理量が 36 トンになる（2016 年
現在は 12 トン）

北西部と中部高原地方でマカダミアナッツ加工工場が 2020 年までに 12 カ所設立される

ベトナムの食品加工ビッサンの売上高が 5 兆 2,500 億ドンになる

製
造

韓国サムスン電子の R ＆ D センターがハノイ市に開所する

火力発電所の 9 割に排ガス監視システムが整備される

繊
維

国営ベトナム縫製グループ（ビナテックス）の事業全体に ODM（デザイン・仕様の決定権が受託側にある委託生産）事
業が占める比率が現在の 8％から 20％となる

ベトナム産繊維・衣料品輸出額が 2020 年までに年率 11.5％のペースで増加する

2020 年までの繊維輸出額が 400 億〜 500 億米ドルとなる

農
水

ホーチミン市の 1 ヘクタール当たりの有機野菜の生産高が、金額ベースで 8 億ドンになる

ベトナムの種苗市場が年間 17 億米ドルの規模に拡大する。商業目的の種苗の需要は向こう 5 年内に現在の 2 倍に増加す
る

稲作用の農地が 27 万ヘクタール減の 376 万ヘクタールになる（コメの生産調整）

ベトナムの 2020 年までのコメ輸出量が年平均 450 万〜 500 万トン、輸出額は 22 億〜 23 億米ドルとなる

ベトナム国内のカカオ栽培面積が 5 万ヘクタールとなる（2016 年現在は 1 万 1,698 ヘクタール）

スズキ目淡水魚テラピアの全国の養殖面積が 3 万 3,000 ヘクタールに拡大し、水揚量が 30 万トンとなる

 金融 金融大手ベトコムバンクがベトナムでトップの銀行となり、世界で上位 300 行入りする

観
光

2020 年までに南部キエンザン省のフーコック島の観光客が年 300 万人になる（2015 年は 150 万人）

2020 年までに全国のゴルフ場の数が 96 カ所に増加する

中部クアンビン省が 2020 年までに東南アジアの観光のハブとなる

ベトナムの観光収入が 300 億米ドルとなり、GDP 比の 1 割を占める（2015 年実績の約 2 倍）

 媒体 韓国の現代ホームショッピングがベトナム国営放送と合弁で放送する通販専用チャンネル「VTV 現代ホームショッピン
グ」の視聴可能世帯が約 1,300 万世帯に（現在 600 万世帯）

日系

パナソニック・ベトナムの家電市場のシェアが 2016 年現在の 15％から 20％に拡大し、国内トップシェアとなる

ベトナムにおけるクレジットカード市場で JCB のシェアが 20％となる

（出所）2016年1月〜 2017年1月現在までのNNAおよび共同通信の報道、各種リリースよりNNAグローバルリサーチまとめ。記載された予測などは、今後予告なく変更・修正される可能
性があります。
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企業名 Vingroup Joint Stock Company

代表者 ファム・ニャット・ブオン
Pham Nhat Vuong

設立年 1993 年
資本金 52 兆 5,570 億ドン

売上高
2018 年 121 兆 9,000 億ドン
2017 年 89 兆 4,000 億ドン

事業内容 不動産開発、小売、観光、娯楽、病院、教育、農業、重工業

主要提携・関連外資
企業名 国籍 事業

ゼネラル・エレクトリック（GE） 米国 IT
シーメンス ドイツ 製造

備考
・子会社のビンファストはベトナム初の国産車メーカー。2025 年の生産目標は年間 50 万台
・ビンファストが韓国の大邱市に製造業分野の R ＆ D センターを建設。投資金額は 100 億ウォン（約 9 億 9,400

万円）以上を見込む（2019 年 3 月現在）

ビジネス概況3

1)主要現地企業

❶ ベトナム投資グループ（ビングループ）

企業名 Vinamilk Corporation

代表者 マイ・キエウ・リエン
Mai Kieu Lien

設立年 1976 年
資本金 17 兆 4,169 億ドン

売上高
2018 年 52 兆 6,292 億ドン
2017 年 51 兆 1,349 億ドン

事業内容 乳業

主要提携・関連外資
企業名 国籍 事業

フレーザー・アンド・ニーブ（F ＆ N） シンガポール （株主）
ジャーディン・サイクル・アンド・キャリッジ（JC ＆ C） 英国 （株主）

備考
・ベトナムの乳業最大手。ホーチミン証券取引所（HOSE）上場。ベトナム政府 36％出資（2017 年 11 月現在）
・売上高の約 75％を牛乳と粉ミルクが占める
・南部タイニン省に国内最大級の酪農場をオープン。投資額 1 兆 2,000 億ドン、牛乳年産量 4,000 万リット

ルを見込む（2019 年 3 月現在）

❷ ビナミルク

企業名 Vietnam National Petroleum Group (Petrolimex)

代表者 ファム・バン・タイン
Pham Van Thanh

設立年 1956 年
資本金 12 兆 9,387 億ドン

売上高
2018 年
2017 年 153 兆 6,970 億ドン - Net Revenue

事業内容 石油販売

主要提携・関連外資
企業名 国籍 事業

JXTG エネルギー 日本 （株主）
トゥー・グループ ミャンマー 化学

備考
・石油卸売最大手。石油製品市場シェア 49％（2017 年現在）
・ベトナム商工省が 75.87％出資（2017 年 4 月現在）
・ペトロベトナムと包括的な業務提携契約を調印（2018 年）

❸ ベトナム石油グループ（ペトロリメックス）

SAMPLE
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�e Japan Business Association in Vietnam JBAV
ベトナム日本商工会
所在地 連絡先

Room 605, Sun Red River Building, 23 Phan Chu Trinh Street, Hanoi Email：jcci-info@jcci.vn
Tel：+84-24-2220-9907/9908

�e Japan Business Association of HO CHI MINH CITY JBAH
ホーチミン日本商工会
所在地 連絡先
Room1407, Sun Wah Tower, 115 Nguyen Hue Street, District.1, Ho Chi 
Minh

Email：info@jcchvn.org　
Tel：+84-28-3821-9369

Chamber of Commerce and Industry of Vietnam VCCI
ベトナム商工会議所
所在地 連絡先

No. 9 Dao Duy Anh, Dong Da, Hanoi Email：webmaster@vcci.com.vn
Tel：+84-24-3574-2022/3084

Vietnam Association of Motorcycle Manufacturers VAMM
ベトナム二輪車協会
所在地 連絡先
Hai Ba Trung Street, Phuc �ang sub-district, Phuc Yen City, Vinh Phuc 
Province

Email：adm_vamm@honda.com.vn
Tel：+84-211-3868/88（内線 6104）

Vietnam Automobile Manufacturers' Aossication VAMA
ベトナム自動車製造協会
所在地 連絡先

8th Floor, Lotte Center, No. 54 Lieu Giai Street, Ba Dinh District, Hanoi Email：admino�cer@vama.org.vn
Tel：+84-24-6290-7427

Vietnam Electronic Industry Association VEIA
ベトナム電子工業協会
所在地 連絡先

Floor11 Mipec Tower, 229 Tay Son, Dong Da, Hanoi Email：hiephoidientu@veia.org.vn
Tel：+84-24-3933-2845

Vietnam Software Association VINASA
ベトナムソフトウエア協会
所在地 連絡先
Floor 11, Cung Tri �uc City Building, Tran �ai Tong Street, Cau Giay, 
Hanoi

Email：contact@vinasa.org.vn
Tel：+84-24-3577-2336～ 2338

Vietnam Association for Information Processing VAIP
ベトナム情報処理協会
所在地 連絡先

6th Floor, 14 Tran Hung Dao Street, Hanoi Email：admin@vaip.vn
Tel：+84-24-3821-1725

Viet Nam - Japan Institute for Human Resources Development VJCC
ベトナム・日本人材協力センター
所在地 連絡先

91 Chua Lang Street, Lang �uong, Dong Da, Hanoi Email：info@vjcc.org.vn
Tel：+84-24-3775-1278

Vietnam Association of Small and Medium Enterprises VINASME
ベトナム中小企業協会
所在地 連絡先
Floor 10, House D, Sport Hotel, Hacinco Student Village, �anh Xuan 
District, Hanoi

Email：vinasme.bantochuc@gmail.com
Tel：+84-24-3556-4499

2）主要業界団体・協会 SAMPLE
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4）外資企業動向

業種 現地法人名または出資法人名 国名 事業内容

二
輪
・
四
輪

Honda Vietnam (HVN)
本田技研工業 日本 四輪・二輪車の製造・販売

概要 2018年10月、二輪車の累計生産2,500万台を達成。2016年9月に2,000万台に到達して2年で達成。累計
生産2,500万台目として、スクーター「SH150」をラインオフ

Vietnam Suzuki
スズキ

日本 四輪・二輪車の製造・販売

概要
小型トラック市場で首位快走。販売のうち90％以上が軽トラックなど商用車。売れ筋は「スーパーキャ
リー」シリーズの「プロ」「トラック」「ブラインドバン」。25省市に36店の販売網を持ち、定期的に地
域巡回するサービスで販売促進

四
輪

Toyota Vietnam (TMV）
トヨタ自動車 日本 自動車製造・販売

概要 2018年販売台数（レクサスを除く）は6万5,856台（前年比11％増）。過去最高。2018年4月、北部クア
ンニン省にディーラー開設。代理販売、アフターサービス、正規部品の供給を手がける

Mitsubishi Motors Viet Nam
三菱自動車 日本 自動車製造・販売

概要
2018年販売台数は前年比54％増の1万278台。メーカー別では全体6位、外資系で5位、日系ではトヨタ、
ホンダに続く3位。2019年の目標販売台数は2万台以上。南部ビンズオン省の工場内に販売・サービスの
トレーニングセンターを開設

Isuzu Vietnam (IVC)
いすゞ

日本 ピックアップトラックの輸入、中・小
型商用車の輸入・組立・販売

概要

中長期目標は販売台数1万台。主力は小型トラック「QKR」シリーズ。中大型トラックや特装車など商
品を多様化させる。地場ヒエップホア・エクイップメント・オブ・エンバイロンメント・アンド・トレー
ディングと特殊車両の製造について戦略協定締結。冷凍車の地場架装メーカー大手クエン・オートモー
ビルと戦略的提携

Ford Vietnam
フォード

米国 自動車生産・販売

概要 2019年1月、ホーチミン市に40店舗目のディーラーをオープン。2018年の販売台数は2万4,636台（前年
比14％減）

GM 米国 自動車製造・販売

概要
2018年6月、主力ブランド「シボレー」のベトナム生産販売事業をビンファストに譲渡。技術供与を行
う。ビンファストはシボレーのベトナムでの流通を独占的に取り扱う。ハノイ工場に大規模投資を行い、
GMのライセンスを受けて小型車を生産し、2019年から自社ブランドで販売する

Hyundai Thanh Cong Manufacturing Vietnam
現代自動車 韓国 自動車製造・販売

概要 2019年1月、タインコングループと販売法人を新設。現地の生産法人 HTMV（Hyundai Thanh Cong 
Manufacturing Vietnam）も2020年に第2工場を建設。年産能力が10万台に

ジャガー・ランドローバー（JLR） 英国 自動車販売

概要 2018年5月、ベトナムの正規代理店で中古車販売を開始。製造日から5年以内、購入日以降の走行距離が
10万㎞以内の車が販売の対象。購入者には2年のサービス保証が付く

二
輪

MBI 韓国 電気スクーターの販売

概要
2018年12月、ベトナムで電気自転車などの組立や販売などを手掛けるDK-BIKEと電気スクーターを独
占販売する総合代理店契約を締結。販売目標は、2019年に10万台、2020年に13万5,000台、2021年に
18万2,250台以上

SAMPLE
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言語 基本的にベトナム語が使用される。都市部や観光地など外国人が集まるところでは、英語や日
本語が通じるところもあるが、タクシーなどの交通機関では通じないことが多い

喫煙 喫煙場所（Smoking Area）以外での喫煙は、罰金を科される。喫煙場所であっても灰皿がない
ところでは、現状復帰の義務が課せられる

飲酒
宗教的タブーはなく、コンビニエンスストアなどでも気軽にアルコールが購入可能である。飲
食店などで、手作りのビールや酒を飲み死亡した事例もあるため、銘柄がわからないものは、
できるだけ避けた方が良い

為替レート 1 ドン＝約 0.0047 円（おおよそ 2 万ドン＝ 100 円）／ 1USD ＝約 108 円（2019 年 10 月現在）

クレジット
カード

● 外国人が多く集まる空港や観光地では、カードで支払いを行える店が増えてきている
● 交通機関などでは、まだ現金しか使えないところが多い

付加価値税
基本税率 10％
輸出品 / 輸出サービス / 国外および非関税地域での建設据付サービス・国際輸送　0％
必需品 / 必需サービス　5％

健康上の
留意点

生鮮食品の取り扱い方は衛生的とは言い難いため、外食をする際には、衛生管理がしっかりと
されているレストランを選んだほうが良い

宗教上の
留意点

● 仏教の国ではあるが、タイのような厳しい戒律を持たない
● 儒教の精神が根付いているため、年上を敬う文化がある
● 寺院では、肌の露出をなるべく避ける
● 寺院では、靴を脱いで入るところが多い

電圧 220V（まれに 110V がある）
※ A タイプは、日本のコンセントプラグであれば変換プラグなしで使用できる

電圧・
プラグタイプ

Aタイプ Cタイプ

インターネット ホテルやカフェなどには、Wi-Fi が整備されていることが多い

国際電話番号 +84

保健衛生

● 水道水は直接飲用できない。ボトルウォーターか浄水器を必ず使用すること
● 寄生虫症も日常的な病気であるため、長期間滞在する場合は、駆虫薬の定期的な服用が推奨

されている
● 蚊を媒介とするデング熱・マラリア・ジカウィルス感染症・日本脳炎などが多く発生しており、

注意が必要。虫除けスプレーや虫さされ薬などを持参するとよい
● 狂犬病ウィルスを持っている可能性があるため、イヌ、ネコ、コウモリ、サルなどにはなるべ

く触れないようにする。触る必要がある場合には、事前にワクチンを接種しておくようにする
● 大気汚染の割合が高いため、呼吸器感染を防ぐために、高性能のマスクを着用するのがよい
● 紫外線が日本よりも強いため、日焼け対策をしっかりと行うこと
● 高温多湿の気候のため、脱水症状が起きやすくなるので、休憩と水分を十分にとり、予防を

心がけること

写真撮影

● 寺院や教会では、信者の邪魔にならないように、フラッシュを使用しての撮影は避ける
● 政府施設での撮影は禁止されており、違反した場合は退場や罰金を求められることもある。

また、警官や軍関係者の写真は、スパイと間違えられる危険性があるので、撮るべきではな
い

● 3 人での撮影を不吉と見なす慣習がある
● 妊婦や乳児の撮影は、健康上の理由から良くないとされる慣習があるため避ける

公共交通機関

● タクシーは比較的安全ではあるが、悪質な運転手もいるため、大手タクシー会社、またはホ
テルやレストランなどに手配をしてもらうのが安全である

● 特にハノイでは悪質なタクシーが多い傾向にあるため、なるべくホテルに手配を頼む方がベター
● 利用料金は距離や渋滞状況による。初乗りは 1 万〜 1 万 3,500 ドン程度であるが、タクシー

会社により異なる。以降、1km 毎に 1 万 5,000 ドン程度加算される
● バスの運賃は安価だが、ベトナム語しか話せない運転手がほとんどであり、スリの発生率も

高い
● シクロ（三輪自転車タクシー）・バイクタクシーは料金交渉が必要であり、トラブルの発生率

が高い

SEまたはBFタイプ
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治安
●	 スリ、置き引き、ひったくり、外国人住宅への侵入などが、邦人が被害に遭いやすい犯罪となっ

ている
●	 2016 年に在外反政府組織「ベトタン」がテロ組織として認定されて以降、政府は反政府活動

家への取締りを強めている

チップの目安
基本的にチップの習慣はないが、欧米人客の多い外資ホテルなどでは心づけ文化あり

ゴルフ 　キャディーフィー 30 万ドン程度
ホテル 　ベッドメイク 2 万ドン程度

マッサージ 　5 万～ 10 万ドン程度

（出所）外務省データ、JICA資料などを基に作成

祝祭日
（2019 年）

1月 1日（火） 元日
2月 4日（月）～8日（金） 旧正月（テト）

4月
14日（日） 雄王記念日
15日（月） 雄王記念日（振替休日）
30日（火） 南部ベトナム解放記念日

5月 1日（水） メーデー
9月 2日（月） 独立記念日



36

NNA グローバル出張サポート　ベトナム 2019

Copyright(C) NNA All rights reserved. 本資料の無断転載・複製・転送・転売を禁じます

3）通信キャリア

4）おすすめ土産

Viettel Mobile

キャリア 1 位
ベトナム国防省系

VinaPhone

キャリア 2 位
ベトナム郵便通信公社系

MobiFone

キャリア 3 位
ベトナム郵便通信公社

5）コミュニティー情報

コミュニティ・
日本人同好会 活動内容 連絡先

ハイフォン日本人会

ハイフォン市内に住居、勤務先または取引先がある日本人の
コミュニティ

活動内容：懇親会開催（年 2 〜 3 回）
会員数：500 人超

Email：jpassochp@gmail.com
URL：https://jpassoc-hp.jimdo.com/

ベトナム・ソフィア会
（上智大学同窓会）
ホーチミン支部

上智大学の卒業生によるコミュニティ

活動内容：定期的に懇親会を開催
ホーチミン支部
Email：miyake@spiceup.vn　（三宅）

サイゴン千里会
（関西大学同窓会）

関西大学の卒業生によるコミュニティ

活動内容：飲み会、ゴルフコンペ、インターン生との交流会など
会員数：約 25 人（2019 年 5 月現在）

Email：kojishu@hotmail.co.jp

HCMC 働く女子会

ホーチミン市で働いている女性を中心とした交流会

活動内容：情報交換をしながら楽しく食事をしたり飲んだり
しています。出張の方も是非！
活動日時：毎月第 2 木曜日　19：30 〜
開催場所：居酒屋しょうき（月極で個室を確保しています）
会員数：10-30 人
入会条件：
・女性（年齢不問）
・ベトナムで働いている方・起業されている方
※出張者も大歓迎

Email：working.girls.hcmc.2016@gmail.com

関西学院大学同窓会
サイゴン支部

関西学院大学の卒業生によるコミュニティ

活動内容：懇親会・ゴルフ
活動日：2 カ月に 1 回
会員数：約 30 人（2018 年 2 月現在）
入会条件：関西学院大学並びに関西学院中高を卒業の方
※出張者も参加可能。要・事前連絡

Email：masahiro_ozaki@tamurakoma.co.jp
HP：+84-90-969-1150 （事務局：尾崎）

（出所）NNA 調べ
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 日本のお菓子類（バラエティパックなど）


おにぎりせんべい、餅、えびせんべい（個人の嗜好にもよるが、日本のコメが好評であるためクッキー
やチョコレート、ようかんよりも、せんべいが喜ばれる傾向がある）

 男性向け：日本酒
 女性向け：プチプラコスメ（ドラッグストアで購入できる手軽な価格の化粧品）

 日本酒
 真空パックの惣菜類
 現在日本で流行している食品
 ふりかけの詰め合わせ
 佃煮
 梅干し

 フックロン（Phuc Long）などのティーバッグ
 チュングエン（Trung Nguyen）3 in 1 コーヒー
 フェーヴのチョコレート（Pheva Chocolate Vietnam）
 マカウのチョコレート（MAROU）

Trung Nguyen

MAROU

Pheva Chocolate 
Vietnam

SAMPLE
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業種 現地法人名または出資法人名 資本金 設立年

②タンチュオン工業団地
Tan Truong Industrial Zone MAP-A

SAMP
LE
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業種 現地法人名または出資法人名 資本金 設立年

㉓その他

※資本金額および為替レート、出資比率などは発表時点のもの
（出所）各社ウェブサイト、各種報道などを基に NNA グローバルリサーチ作成

免責事項
本資料は信頼できると判断される情報に基づいて作成しており、作成にあたっては細心の注意を払っておりますが、
NNA がその情報の正確性、完全性、信頼性、安全性等を保証するものではありません。
掲載されている内容は全て資料作成日以前のものであり、今後予告無しに変更される可能性がございます。
本資料の全部または一部を著作権法で認められる範囲を超えて無断で利用することを禁じます。

SAM
PLE
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海外マーケットの情報収集に!!　赴任時にも必携
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Tel：+81-3-6218-4332
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お問い合わせ先

ご購入手続き後、
商品をダウンロードする URL をメールにてお届けします

【インドネシア】 https://www.nna.jp/corp_contents/book/asean/190327/
【フィリピン】 https://www.nna.jp/corp_contents/book/asean/170428/
【ミャンマー】 https://www.nna.jp/corp_contents/book/asean/170731/
【  ベトナム  】 https://www.nna.jp/corp_contents/book/asean/180228/
【　  タイ  　】 https://www.nna.jp/corp_contents/book/asean/180816/

上記よりご注文いただくか、右記までお問い合わせください
※こちらの商品は PDFデータです
※お支払い方法はクレジットカード決済のみとなります
※弊社の個人情報保護方針につきましては、プライバシーポリシーをご覧ください

ご購入方法

NNA　出張 検索

主なコンテンツ

①国概要
•基本事項
•政治体制・内政状況
•略史
•経済政策
•経済指標

②マーケット概況
•人口・GDPの現状と予測
•注目産業・ビジネス
•マーケット予測

④滞在中の留意点
•空港
•ビジネス
•生活

⑤クイックリファレンス
•現地を知るためのキーワード
•サバイバル会話
•通信キャリア
•おすすめ土産
•コミュニティ情報

③ビジネス概況
•主要現地企業
•主要業界団体・協会
•主な非日系外資製造企業
•外資企業動向

⑥進出日系企業リスト
•主要工業団地
•エリア別日系進出企業リスト

知っておくべき現地プレーヤーがわかる
新規進出の日系企業リストが手に入る 商工会非会員も含む

経済データが俯瞰できる
国の政策が把握できる マーケットの今後を知るヒントに

中・長期の注目ビジネスが一目でわかる
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4）経済指標

IMF（World Economic Outlook Database, April 2017）

名目GDP
（億米ドル）

3,047
（2016年）

IMF（World Economic Outlook 
Database, April 2017）

GDP成長率
（％）

6.8
（2016年）

IMF（World Economic Outlook 
Database, April 2017）

貧困率
（％）

26.3
（2015年）

UNDP

失業率
（％）

5.5
（2016年）

IMF（World Economic Outlook 
Database,April 2017）

輸出額（FOB）
（百万米ドル）

56,232
（2016年）

フィリピン統計庁（2017年2月）

主要産業

産業別就業人口比率
（2016年）

平均賃金とインフレ率の推移

農 林 水 産 業 、 サ ービ ス 業
（ 小 売 業 、 ビ ジ ネ ス・ プ
ロ セス・アウトソーシング

（BPO）産業など）

フィリピン統計庁（2016年7月）IMF（World Economic Outlook Database,April 2017）データブック国際労働比
較2016

インフレ率：IMF（2016）、平均賃金：データブック国際労働比較2016より作成

※日給（製造業）

輸入額（CIF）
（百万米ドル）

81,159
（2016年）

フィリピン統計庁（2017年2月）

平均昇給率
（日系企業）（％）

5.9
（2015年）

NNA調査

1人当たり名目GDP（米ドル）

インフレ率（CPI）（％）

2,924
（2016年）

1.8
（2016年）

0
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161514131211100908070605040302012000年

1,055 1,209

2,155

2,863 2,924

最低賃金
（PHP）

491
（2016年）

National Wages and 
Productivity Commission

日給（マニラ首都圏、
非農業）

フィリピン統計庁

フィリピン統計庁（2016年） フィリピン統計庁（2016年）

主要貿易品目

電 子・ 電 気 機 器（ 半 導 体 が 大 半を占 める）、 輸 送 用
機器、木工品・家具など
電 子 製 品 、 輸 送 機 器 、 鉱 物 性 燃 料・ 潤 滑 油 、 産 業
機械など

［輸出］

［輸入］

主要輸出国 主要輸入国

日本、米国、香港、中国
シンガポール 中国、日本、米国、タイ、韓国

260

290

320

350

1413121110092008年

3

6

9
平均賃金（PHP） CPI（％）

農林水産業
27％

製造業
8％

サービス業
55％ その他

第一次産業
10％
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3）通信キャリア

4）おすすめ土産

5）コミュニティー情報

SMART GLOBE

フィリピンの通信最大
手 PLDT のキャリア キャリア 2 位

「トラベラー SIM」が
空港で入手可能

日
本
か
ら
フィ
リ
ピ
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へ

フィ
リ
ピ
ン
か
ら
日
本
へ

現
地
向
け

日
本
人

向
け


「東京ばな奈」、「白い恋人」、「アルフォート」等、菓子類全般。ロイズのチョコレートはフィ
リピン国内でも販売されているが、日本と価格差があり高級品であるため喜ばれる

 日清シーフードカップヌードル
 インクが消せるタイプなど機能性ボールペン（現地製品はすぐ壊れるため）
 ティー等ゴルフ小物（なお、ロストボールは安価で売られている）
 ゴルフ場でのキャディへのチップをポチ袋に入れてあげると喜ばれる
 ハローキティがデザインされた商品全般
 ストッキング（男性が女性に贈る場合はセクシャルハラスメント問題に注意）

 Pinkyʼs Goodies
個包装されており、いわゆる「バラマキ土産」に最適。12 個入。ナッツやマンゴーなど味の種類も豊富。
マカティのスーパーマーケット「ランドマーク（Landmark）」などで入手可能。100PHP 前後
（出所）http://www.pinkysgoodies.com/contactus.aspx

 Titayʼs ROSQUILLOS CORAZON
セブの歴史ある名物ビスケット。甘さ控えめ。マニラでもスーパーマーケットのお菓子売り場にて
100PHP 前後で入手可能。ビスケットの穴がハートのものはセブ限定
（出所）http://www.titays.com/corazon.php

 HUMAN NATURE All Natural Spray Sanitizer - Citrus Burst
天然の香りでリフレッシュ効果も期待できるヒューマン・ネイチャーのサニタイザー（消毒用アルコー
ル）。他にもシャンプーなど、髪の先からつま先まで、防腐剤や合成香料などの有害な化学薬品を使
わないケア製品が揃う。高級スーパーマーケット「ルスタンス（Rustanʼs）」などで購入可能。70 〜
100PHP
（出所）http://humanheartnature.com/us/index.php/

 食品全般


酒類全般。珍しい銘柄が喜ばれる。現地の日本料理店で定番の銘柄は、「いいちこ」、「黒霧島」、

「山田錦」、「ジャックダニエル」など

天然の香りでリフレッシュ効果も期待できるヒューマン・ネイチャーのサニタイザー（消毒用アルコー
ル）。他にもシャンプーなど、髪の先からつま先まで、防腐剤や合成香料などの有害な化学薬品を使
わないケア製品が揃う。高級スーパーマーケット「ルスタンス（Rustanʼs）」などで購入可能。70 〜

コミュニティー・日本人同好会 活動内容 連絡先

マニラ日本人会
1957 年にマニラ日本人会倶楽部として設立、1976 年に証券取引委員会（SEC）よ
り認可された非営利団体。　会員数約 2,600 世帯、3,000 名以上（2017 年 1 月現在）
TEL：+63-2-810-7909　+63-2-815-3559　Email：jami@jami.ph

ラグビー・フットボール・クラブ
マニラ・ハポンズ　

ラグビーのクラブチーム。フィリピン内外で開催される対外試合にも出場　練習日
時：毎週日曜日 15：00 〜 17：00　練習場所：San Lorenzo Vill. 内グランド
HP：https://peraichi.com/landing_pages/view/manilahapons15

社会人合唱団
マニラグリークラブ

土日に活動する社会人合唱団
活動日時・場所：第 1・3・5（日）　15：00 〜 17：00　マニラ日本人会　22 階会
議室　第 2・4（土）15：00 〜 17：00 東京ヘルスリンクマカティ　ロビー
HP：http://mgc.coco.ph/

（出所）マニラ日本人会HPより作成
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外資企業進出状況6
1）日系企業新規進出（2016年）

現地法人名・出資法人名 業種 国内エリア 資本金

NKK Switches Mactan Inc.
NKKスイッチズ

製造 セブ州
マクタン経済区（MEZ2）

3,000 万ペソ
（約 7,000 万円）

「Sシリーズ」「UB・UB2シリーズ」「LBシリーズ」など製造。投資額約4億4,000万円。初年度従業員100人程度、
約500万個を製造。生産高目標15億円事業内容

KVK Philippines
KVK

製造 バタンガス州 20 万米ドル
（約 2,200 万円）

サーモスタット式水栓やシングルレバー式水栓に用いる部品の製造事業内容

Daido DMS Philippines
大同DMソリューション

製造 ラグナ州
ラグナ・テクノパーク 3,000 万円

自動車部品向け金型部材加工・販売。2017年度売上高目標2億円、20年度4億円。事業内容

OWNDAYS PHILIPPINES
オンデーズ

小売 マニラ首都圏 NA

眼鏡販売。2015年12月にフィリピン第1号店開業事業内容

VIA URBINO HOLDINGS
三光マーケティングフーズ

外食 マニラ首都圏 1,000 万ペソ
（約 2,495 万円）

フィリピン現地法人ビア・ウルビノ・ホールディングスとの「東京チカラめし」ブランド使用ライセンス契約事業内容

Gothong-Suzue Philippines Inc.
鈴江コーポレーション

運輸 マニラ首都圏 800 万ペソ
（約 1,920 万円）

海運・物流企業のゴソン・サザン・シッピング・ラインズとの合弁。集荷および海上・陸上輸送事業内容

日本アクア 建設 マニラ首都圏 2,000 万円

建物の断熱に関する積算業務事業内容

松井製作所 製造 マニラ首都圏 NA

駐在員事務所。提携先の地場代理店を通じたプラスチック成形用機器・システムのメンテナンスや販売事業内容

Sytecs Manufacturing. 
Philippines. Inc.
サイテックス

製造 バタンガス州
LISP3

10 万米ドル
（約 1,100 万円）

日系の住宅建材、自動車部品会社向けのプラスチック製品生産。稼動当初の従業員数は20〜30人を予定事業内容

お土産
情報も

A4/P.96  25,000円（税別）

2019

A4/P.90　25,000円（税別）A4/P.218  25,000円（税別） A4/P.69  20,000円（税別）

2018

A4/P.86  25,000円（税別）
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